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令和７年１０月入学 

広島大学大学院人間社会科学研究科（博士課程前期） 

人文社会科学専攻経済学プログラム８月実施入学試験 

 

専 門 科 目 

経済史・経済学史 

 

『出題の意図』 

 

 

問題１ 

イギリス産業革命の原因をめぐる研究動向を理解したうえで，資料を用いて論理的な説明ができる

かを問う課題である。キーワードは，輸入代替，イギリス高賃金経済，労働節約技術である。 

 

問題２ 

 ヨーロッパ統合史をめぐる研究動向を理解したうえで，アメリカ（合衆国）の戦後国際秩序形成と 

ヨーロッパ統合との関連を理解できているかを問う課題である。キーワードは，ドル不足問題，GATT，

西ヨーロッパ国際分業の再建，「二重の封じ込め」である。 

 

問題３ 

アダム・スミスの二面的な価値論を，D・リカードとは対照的な方向に発展させた T・R・マルサス

の支配労働価値説の理解を問う問題。 

解答のポイントは以下の通り。 

・支配労働量が需要の強度を表わす不変の価値尺度とされたこと。 

・支配労働量が蓄積力を表わすとされたこと。 

・マルサスの支配労働価値説について論拠を示しながら論評すること。 

 

問題４ 

貨幣は特殊な商品であるとみなす商品貨幣説の論拠を，価値形態の展開を通して論述する問題。 

解答のポイントは以下の通り。 

・相対的価値形態にある商品の価値が等価形態にある商品の使用価値の量によって表現される 

 こと。 

・相対的価値形態と等価形態とが対極的な関係にあること。 

・直接交換の困難に直面した商品所有者が間接交換を試みること。 

・商品所有者の行動から必然的に一般的等価物が導かれるわけではないこと。 

・歴史的諸条件の作用を受けて一般的等価物が与えられることは，商品所有者の行動に抵触 

 せず，むしろ商品所有者の利益になること。 




